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＼ 活動名 実施回数
参

　　　　　

加 人

　　　　　　　　　　　　　　

、数
内

　　　　　　　　　　　　　　　　　

容 成

　

果

　

と

　

課

　

題
乳幼児 小１～３年 小４～６年 中高生 大人

ボランテン ア 合計
中高生 大学生 大人自由来館 学童クラブ 自由来館 学訂童クラブ

子

　　　

ど

　　

も

　　

育

　　

成

　　

機

　　

能

基

　　　　　

本

　　　　　

活

　　　　　

動

チャレンジクラブ

友遊クラブ

しようぎクラブ

卓球教室

きりえクラブ

詩吟教室

中高生企画

友遊まつり

児童館まつり

アスレチッククラブ

ラＱ教室

クリスマス会

セーフテイ

鏡開き

３３

２１

２７

１２

１９

５

１１

Ｉ

Ｉ

１２

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

０

２１

２５

２

２

２１

２６

３

５８

６５

６

２３０

１５

１４３

４５

９１

３９

７５

１２

１１９

７２

７８

８１

６６

Ｉ

１８

６

Ｉ

７

３

１７

３

３

Ｉ

２４

２７

１４

７

１０

１４

７

Ｉ

１１

Ｉ

４

５

０

０

２８

Ｉ

Ｉ

０

Ｏ

２

２５

３０

２

（＝Ｖ

　　　

（＝Ｖ

（Ｕ

　　　　

＝^ｖ

＝^Ｖ

　　　

（＝）

２９０

８１

１５７

５８

１２８

５５

２８

１３９

１３０

２１２

７６

８７

８５

７６

いろいろな遊びや技を練習し、検定を受ける。

児童館行事の準備やお手伝いをする。

地域の方による将棋教室。

ラケットの握り方、 サーブのやり方等、 初歩から指導

カッターを使って絵を切り抜く。

詩吟の練習をして、詩吟の良さを知る。

中高生向けの活動。

友遊クラブ主催の夏祭り。

児童館で行うお祭り。

様々なスポーツや運動あそびを行うクラブ。

ＬａＱ博士による教室

抽選会

警察官による交通安全教室

鏡餅の中身の配布

チャレンジでは、いろいろな遊び紹介ができた。遊び
を通して、新たな友だち関係や縦のつながりを築く機
会になった。また、検定を通して、何度も練習して技
を習得するなど、技術を高める事にもつながった。今
後もいろいろな遊びを紹介し、遊びの幅を広げていき
たい。

中高生企画は学童クラブＯＢの児童を中心にて
輪が広がっている。

きりえ教室は、年間を通して子ども自身のやる気と成
長に合わせて、段階をおって進む活動である。そのた
め、子ども自身の目標があり、その目標に到達する姿
がみられた。今後も魅力のある活動にしていきたい。
参加人数としては、１年生から５年生まで多くの子ども
たちが参加していた。

しようぎクラブでは、職員がこどもたちに、攻め方な
どを教えて活動した。

詩－１今教室では、詩吟の先生に来て頂き、正しい姿勢など礼儀作法を指導し
ていただいた。

友遊クラブは、小学校３年生以上が対象である。子どもたちの意見をより
取り入れ、友遊まつりを実施した。
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合

　　　　　

計 ４８ １８１ １０６６ ６０ １２５ ３０ ５９ ０ Ｏ ０ １５６９

推

　

進

　

活

　

動

中高生企画と赤ちゃん ３回 ５ ２ ７ ８ Ｉ ２ ２５ 日頃触れ合う機会が少ない中高生と赤ちゃんが交汀
し、子育ての楽しさや大変さを知る。

今普段接する機会のない中高生と触れ合うこと
ができて良かったという意見が多かった。今後
は、より多くの乳幼児親子や中高生に参加をし
てもらうために、少しずつ輪を広げ新たなメン
バーを増やすとともに地域施設との交流を実施
していきたい。また、近隣の中学校、高等学校
などとも連携をしていきたい。

合

　　　　

計 ５ Ｏ ２ Ｏ Ｏ ７ ８ Ｉ ２ Ｏ ２５

子ども育成機能

　

合

　

計 ５３ １８１ １０６８ ６０ １２５ ３７ ６７ Ｉ ２ Ｏ １５９４

＊注

　

基本活動は， 指針に基づき（２）遊びの教室活動（３）行事活動（４）クラブ活動（５）地域間交流促進活動（６）障害のある児童の居場所づくりと活動への参加促進（７）思春期児童の活動支援に分類して記入すること。

　　

推進活動は， 指針に基づき（９）地域を知る活動（１０）移動児童館活動に分類して記入すること。
指定活動は， 指定児童館のみ別途報告すること。
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参

　　　　　

加 人 数
内

　　　　　　　　　　　　　　　　　

容 成
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課

　

題
乳幼児

小１～３年 小４～６年 中高生 大人
ボランテイア 合計

中高生 大学生 大人自由来館 ≠童クラブ自由来館学笥童クラブ

子
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も

　　

家

　　　

庭

　　　

支

　　　

援

　　　

活

　　　

動

基

　　　　　

本

　　　　　

活

　　　　　

動

ガオガ‐クラブ

プチガオクラブ

ゴロリンクラブ

プチゴロクラブ

　　　

２６

　　　

２６

　　　

２６

　　　

ｌｏ

７７

１２４

１８０

２７

　

Ｊ“１込

　

つー
７５

１１３

１７８

２７

１５２

２３７

３５８

５４

２歳以上の幼児（２０２０年度中に３歳になる幼児）と保護者対象の活動。

１歳以上の幼児（２０２０年度中に２歳になる幼児）と保護者対象の活動。

ｏ歳～１歳の乳児（２０２０年度中に１歳になる幼児）と保護者対象の活動。

２０２０年４月以降に生まれた乳児（生後２ケ月～）とその保護者

全クラブを年間！登録制であることで参加者
の月齢の差が少なくなり、みんなで一緒に活動を行うことができた。活動内容として
は季節を取り入れた工作や体を動かす活動
などを行った。乳幼児とその保護者が楽し
むだけでなく、お母さん同士をつなぐ役目にもなった‐１０月からはプチゴロクラブもスタートし、好評だった。

合

　　　　

計

（３）子育て家庭相談・援助

　

活動

子どもの年齢 件数 受

　

理

　

及

　

び

　

相

　

談

　

経

　

路 件数 相

　

談

　

内

　

容 件数 つないだ機関等 件数

乳宅
幼児
小１～３年（自由来館）
小１～３年（学童）
小４～６年（自由来館）
小４～６年（学童）
中学生
高校生

児童館にて直接受理
児童相談所
保健所
子ども支援センター
主任児童委員
その他

｛

　　　　　　

｝

健全育成問題
家庭養育問題
成長・発達問題
教育問題
非行・問題行動
その他

｛

　　　　　　

｝

Ｉ 児童相談所
保健所
子ども支援センター
幼稚園・保育園
小学校
中学校
総合支援学校
その他｛

　　　　　　　

｝

件数

　

計 Ｉ

（４）子育てグループを育成

　

・支援する活動

グループ名 構成人数 活

　

動

　

内

　

容 育成・支援内容 成果と課題

ラビットクラブ
約５～６人

地域の母親が中心となって、 保護者同士の輪を広げ、
家庭・子育てにも還元できる活動内容。

ｆ呆言聾者－▽）ネ号態話とするものをマ古皿“こ７古力１していけ
るような内容。また、子育て中の不安や悩み、
ストレスから少しでも改元できるように働きか
ける内容

地域の母親によるクラブで、 「ママのためのヨガ」」の活
動を行った。活動を通して母親通しのつながりや日頃の疲
れを癒すことができ、好評だった。

推
進
活
動

（５）子育てと健全育成に関

　

する啓発活動

活動名 実施回数 活

　　

動

　　

内

　　

容 成

　

果

　

と

　

課

　

題

子育てサロン
児童館の場所を貸して、地域の民生児童委員による子育て支援活動
保護者対象の制作活動

今年度はコロナウィルス感染症の影響で中止。
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※注

　

基本活動は， 指針に基づき（１）乳幼児とその保護者を対象とする活動［①乳幼児クラブ活動

　

②乳幼児の広場活動］（２） 家族参加を促す活動に分類して記入すること。
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（１）地域住民との交
流を促進する活動

活

　　

動

　　

名 実施回数 主

　　

催
参

　

加

　

人

　

数
連携団体 成果と課題

乳幼児
小１～３年 小４～６年 中高生 大人 合

　

計
自由来館 学童クラブ 自由来館 学ｇ童クラブ

フリーマーケット準備

フリーマーケット当日

児童民生委員
羽束師児童館

羽束師児童館
児童民生委員

コロナウイルス感染症の
影響で中止

合

　　　　

計

　　　　　　　　　　　　　

、

（２）ボランティア

　

活動の推進

活

　　

動

　　

内
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ＪＪＩ
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中高生 大学生 大

　

人 合

　

計

１合 計

　　　

ロ

（３）地域との連携を
促進する活動

連

　　

携

　　

団

　　

体

　　

等 連

　　　　　

携

　　　　　　

内

　　　　　　

容 成

　　　

果

　　　

と

　　　

課

　　　

題

羽束師学区

　

民生児童委員 児童館の場所を貸して、地域の民生児童委員による子育て支援活動
保護者対象の制作活動

コロナウィルス感染症の影響で中止
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４）児童館を支える地域

　

組織作り

組織名称 構成団体・個人 会議／取組頻度 議題／取組内容 成果と課題

ラビットクラフ、 就園・就学中の母親 月１回

ラビットクラブ主催 「ママのため

　　　

のヨガ」 の開催
「ママのためのヨガ」 活動の中
で母親同士のつながりができつ
つあるので今後も続けていきた
し、。

推

　

進

　

活

　

動

（５）地域への施設提供

会場提供・備品貸出等 使

　

用

　

目

　

的 提供先（団体・機関等） 成果と課題

プレイノレーム フリーマーケット 児童館利用者

コロナウイルス感染症の影響で中止

プレイルーム・図書室・生活室 子育てサロン 民生児童委員

コロナウィルス感染症の影響で中止

（６）地域調査活動

調査名 調査目的 調査対象 調査主体 調査方法 成果と課題

乳幼児クラブ調べ 活動内容について ガオガオ （幼児） クラブ
プチガオ （幼児） クラブ

ゴロリン （乳児） クラブ
プチゴロ （乳児） クラブ

児童館 アンケート

アンケートを行うことによって、 乳幼児親子が今どんな
活動を望んでいるのかを知ることができた。 アンケート
によって得られた意見を参考に， 乳幼児だけでなく、 母
親同士もつながりができる乳幼児クラブを作っていきた
し、。
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＼ 広報物の種類 発行頻度 広報対象 広報方法 広報内容 成果と課題

広

　　　　　

報

　　　　　

活

　　　　　

動

　

児童館だより

キツズステーション

月１回

年数回

クラブ参加者
自由来館
地域

　

学校

自治連合会
児童民生委員
子どもはぐくみ局
ハートの家族
保健センター

直接配布
直接配布
直接配布

直接配布
直接配布
直接配布
直接配布
郵送

行事報告
クラブ活動報告
行事予定
クラブ紹介など

毎月児童館だよりを発行することによって、乳
幼児クラブの様子や日程を乳幼児親子に知って
もらうことができた。 また児童館だよりを見
て、ほっこり子育てひろばなどの企画に参加し
てくれる方も多くいたので、今後も児童館の広
報ツールとして力をいれていきたい。

児童館について 年１回 自由来館
乳幼児クラブ
学童クラブ
小学校

直接配布
直接配布
直接配布
直接配布

児童館の利用案内 ゴミ袋を取りに来る乳幼児親子の中には、児童
館がどういう場所なのかを知らない方もいた。
そういう方にも児童館を知ってもらうためのも
のして活用できた。

学童クラブだより 月１回 学童クラブ保護者
地域

　

小学校
おたより袋
直接配布

行事報告
行事予定
保護者連絡など

普段なかなか学童での様子を見れない保護者へ
子どもたちの様子を写真を通して伝えることが
できた。 また、自由来館で来てくれる一般の方
たちに様々な行事の宣伝ができた。
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（令和２） 年度
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（

　　

京都市羽束師

　　

） 児童館・学童保育所

＼

　

活動の基本目標（指針）

　

嚇毒ゑ′ 組名

　　　

。伽 掘帖‘慨 ぜ嗣ル義一 ルも猷。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

②手洗いの指導

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

② 職員がこまめに声かけを行うことでこどもは手洗いの習貫がだいぶ身についてきた。

　　　

安全・衛生の確保

　

生

　　　　　　　　　　

③おやつの提供

　　　　　　　　

③多勢圭一
のろま暑さ書名嬢÷竪琴多少碧凝 携参拝多言隣 郭曹碧魯 鵠驚き÷竪琴意し、選択できるよぅをこしたｏー

援

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

④大掃除．ロッカーそうじ

　　　　　　　　　　　　　

ロッカー掃除は、 月末に行うと嫌がってしない子と、 休会してしまってそのままになってしまう子がでてくるので、

活 健康の管理 情 緒の安定

　　　　　　　　

④ 鵬 使用 Ｗ 、る物を・大事に使う意識を持たせるために実施した。

　　　　　　

１
助

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

月初めに行うことによって、 ロッカー掃除の意味もきちんと伝えるようにした。
鷺 基本的生活習１貫の確立

　

⑥帰宅指導 学童セーフティー

　

⑤職員 警察官の指導により安全に対する意識が高められた 一今後も保護者 地域との連携が必要

　

１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

⑥生活指導 （月目標）

　　　　　　　　　　　　　　

⑥目標を立てたことで、 継続して目標達成に向けて意識を高められた。

　　　　

社会生活技術の獲得

　　　　　　　　　　

（児童館の約束・健康管理・整理整頓等）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

①館外活動

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

① 館外で活動することで、いろんな経験をし、公共のマナーを学ぶことができた。 他の児童館の友だちとも触れ合いが

　　　

生活体験の拡大

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

もてた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

②育成学級について

　　　　　　　　　　　　　　　　

② 学校との連携により障害について正しく理解させ、日常生活の中で障害のある子とのかかわりを持ちながら一緒に遊べ

　

子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

る環境をつくり共に生きることの大切さを感じられるようにする。
ど

　

も

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

③はじめまして会・修了式

　　　　　　　　　　　　

⑧ 生活の節目となる行事なので、場の雰囲気などの工夫により緊張感をもって、新しい友達の入会を喜んだり、 修了をと

　

育

　　　

社会性の養成

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

もに確認したりすることができた。
成

　

機

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

④ば一すで一タイム

　　　　　　　　　　　　　　　　

④

　

自分たちの成長をともに祝うことができた。 今年度は職員が主体となって進行していたが、 誕生月の子が中心となり、

　

能

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

簡単なゲームを行ったことで、 特別感を感じてもらえた。 来年度もよりよい形で誕生月の子どもたちの紹介ができる

　　　　

自立の促進と自主性の尊重

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ようにしていきたい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

①保護者懇談会

　　　　　　　　　　　　　　　　　

① 参加しやすい日程・時間を選んでもらい、子どもの様子を伝え、 協力を得ることができた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

スライ ドショーは普段の子どもたちの姿をわかりやすく伝えることができ、 大変好評だった。 楽しみにされている保護者

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

もいる。 参加してもらいやすい日を考え、 来年度も実施していきたい。

　　　　

子育てに必要な情報の提供

書

　

と交換

　　　　　　　

②おたよりの発行

　　　　　　　

② 学童クラブの様子を伝えることができた。 １人ひとりの保護者と向き合い・話をし 灼 と聴いていきたい。

麦

　　　　　　　　　　

③保護者との個人懇談

　　　　　　　

③ 全学年全員に実施。個々の悩みに対応することができた。 次年度も、普段の子供たちの様子や課題もその都度直接伝え

　

援

　　　

子育ての仲間づくり

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

電話でも対応していく。 来年度も子どもたちをより知っていくために実施していきたい。

　

機

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

④学校．地域．保護者との連携

　　　　　　　　　

④ おたより交換．情報交換により、行事計画．安全面等協力しあえた。 地域別集会後のお迎えや参観日・運動会等で学校

　

能

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

での子どもたちの様子を知ることができ、 子ども理解につながった。 また、 担任から直接子どもの学校での様子も聞く

　　　　

子育てを支えるネットワーク

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ことができた。

　　　　

形成

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

⑤写真の掲示

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

⑤ 写真を掲示することで子どもたちの様子を分かりやすく伝えることができた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

来年度は写真の掲載に関してより配慮して行っていきたい。



＜様式１１－２＞

令和 （

　

２

　

） 年度

　　　

学

　

童

　

ク

　

ラ

　

ブ 事

　

業

　

年

　

間

　

活

　

動

　

報

　

告

　

書

行事名 実施回数 学童ク ブ児童 登録 児童 ホ ンプイア その他 合

　　

計 内

　　　　　　　　　　　　　　　　　

容
１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 １～３年 ４～６年 中高生 大学生 大人

生
活
援
助
機

目標指導
帰宅指導
手洗い指導
ハンカチ点検
ロッカー掃除

月
日
日
月
月

毎
毎
毎
毎
毎

毎月の目標指導
帰宅コースの付き添い
ハンカチ持参習慣付け
ハンカチ点検
ロッカーの清掃活動

子
ど
も
育
成
機
能

ば一すで一タイム
こよみちやん
だがしやさん
ウオーターバトル
修了式・離任式
修了遠足

１２回
７回
９回
３回
１回
１回

４４０
２４４
３５６
４３
３７
４３

２１４
１２５
１５７
２３
１３
１７

２１６
１３３
１７２
２２
２０
２１

Ｕ^

　

ヮ十
（パ）
ＡＩ

　

Ｕ^

　

Ｉ↓

１↓ ＲＵ

　

にリ

　

ヘＪ

　

にＵ

　

Ｖ

　

にリ

ＡＩ
リム
ハ｛Ｖ

９２６
５３４
７２６
９７
７５
８７

学童クラブの友達の誕生日を知り、 皆でお祝いをする
季節行事のクイズを掲示しおやつに行事食を食べる。
３年生以上が店番を担当
１クラスずつ３日に分かれて実施
修了証書授与、児童代表の言葉、お別れの言葉

子
育
て
支
援
機
能

子育て相談
個人懇談
来年度学童クラブ申請説明会
入会説明会

伽咽咽姻

９６
１６
１０７

９６
１６
１０７

子どもたちの様子などを伝える
申請書類の書き方の説明
入会の案内

学童の様子、 学校の様子など＊注１

　　

行事名は， （１） 生活援助機能

　

（２） 子ども育成機能

　

（３） 子育て支援機能に分類して記入すること
＊注２

　　　

２クラス以上の館所で， クラスごとで異なる取組・行事を実施した場合は， 行事名と併せて， クラス名を記入すること


